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本日本日の進行次第・配付資料の進行次第・配付資料

11．２００５．２００５ 年度年度 中中 間間 決決 算算

およびおよび 業業 績績 予予 想想

22．次．次 期期 中中 期期 経経 営営 計計 画画

3. 3. 質質 疑疑 応応 答答

・説明スライド・説明スライド コピーコピー

・・決算説明会参考資料決算説明会参考資料

・・ MGC CORPORATEMGC CORPORATE
DATA BOOK 2005DATA BOOK 2005

・・ 20052005年度年度 中間決算中間決算短信短信

・・ ニュース・クリッピング集ニュース・クリッピング集

・・ アンケート用紙アンケート用紙

・・ 封筒封筒

進行次第進行次第 配付資料配付資料
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連結連結 20052005年度中間実績年度中間実績

増減率増減率

26.3%26.3%

36.5%36.5%

19.5%19.5%

17.8%17.8%

13.1%13.1%

8.9%8.9%

5454149149204204税前利益税前利益

101054546464持分法利益持分法利益

1818139139157157営業利益営業利益

1691691,9011,9012,0702,070売上高売上高

3131118118148148中間純利益中間純利益

3434173173206206経常利益経常利益

増減増減
0404年度年度

中間実績中間実績

0505年度年度

中間実績中間実績 原燃料価格は引続き高騰原燃料価格は引続き高騰。。

需要は、一部製品で軟化した需要は、一部製品で軟化した
ものの、全般に堅調。ものの、全般に堅調。

原燃料・仕入れ価格上昇によ原燃料・仕入れ価格上昇によ
るｺｽﾄ増は、販売価格の上昇るｺｽﾄ増は、販売価格の上昇
でほぼｶﾊﾞｰ。特にﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰでほぼｶﾊﾞｰ。特にﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰ
ﾄ、電材関連が好調で予想をﾄ、電材関連が好調で予想を
上回る。上回る。

売上高は前年同期比売上高は前年同期比 +169+169
億円。単体は同億円。単体は同 +151+151億円で、億円で、
88割強が単価要因。割強が単価要因。

持分法利益は、ﾒﾀﾉｰﾙ系・ｴﾝ持分法利益は、ﾒﾀﾉｰﾙ系・ｴﾝ
ﾌﾟﾗ系が前年同期比増益。ﾌﾟﾗ系が前年同期比増益。

6.8%6.8%

△△ 6.7%6.7%△△1191191,7841,7841,6651,665有利子負債有利子負債

3313314,8544,8545,1855,185総資産総資産

【【億円】億円】
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連結連結 20052005年度中間実績年度中間実績（セグメント別）（セグメント別）

【【億円】億円】

002222その他その他

▲▲ 44121288その他その他

33▲▲ 0022消去または全社消去または全社

181836365353機能化学品機能化学品

7474540540614614芳香族化学品芳香族化学品

2525564564589589天然ガス系化学品天然ガス系化学品

1691691,9011,9012,0702,070売上高売上高

▲▲ 66▲▲ 4040▲▲ 4747消去または全社消去または全社

33305305308308特殊機能材特殊機能材

7777520520597597機能化学品機能化学品

0024242424天然ガス系化学品天然ガス系化学品

1818139139157157営業利益営業利益

3346464949特殊機能材特殊機能材

▲▲ 5531312626芳香族化学品芳香族化学品

増減増減
0404年度年度

中間実績中間実績
0505年度年度

中間実績中間実績
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天天 然然 ガガ スス 系系 化化 学学 品品 実績と予想実績と予想

上期実績上期実績 通期予想通期予想

ａ－ｂａ－ｂ計ｂ計ｂ下期下期上期上期計ａ計ａ下期下期上期上期

2424

564564

0404年度年度 実績実績

4141

608608

2424

589589

0505年度年度 実績・予想実績・予想

3535

613613

△△ 7766665959営業利益営業利益

30301,1721,1721,2021,202売上高売上高

増減増減 【【億円】億円】

酵素・補酵素類は、ｺｴﾝｻﾞｲﾑ酵素・補酵素類は、ｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ10 10 が引続き需が引続き需

要好調で増収。要好調で増収。

天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、原油高騰の影響天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、原油高騰の影響

で好調。で好調。

ﾒﾀﾉｰﾙ・ｱﾝﾓﾆｱ系化学品は、一部製品が在ﾒﾀﾉｰﾙ・ｱﾝﾓﾆｱ系化学品は、一部製品が在

庫調整・市況軟化の影響で数量減も、全般に庫調整・市況軟化の影響で数量減も、全般に
数量･価格とも堅調に推移。数量･価格とも堅調に推移。

ﾒﾀﾉｰﾙは、期初は引続き高値で推移。ﾒﾀﾉｰﾙは、期初は引続き高値で推移。66月ご月ご

ろより中国の輸入意欲減退で市況軟化も、依ろより中国の輸入意欲減退で市況軟化も、依
然として高値推移。海外ﾒﾀﾉｰﾙ会社の持分法然として高値推移。海外ﾒﾀﾉｰﾙ会社の持分法
利益は、前年上期を上回る。利益は、前年上期を上回る。

酵素・補酵素類は、ｺｴﾝｻﾞｲﾑ酵素・補酵素類は、ｺｴﾝｻﾞｲﾑQQ1010の好調の好調

な需要が続くと想定。な需要が続くと想定。

ﾒﾀﾉｰﾙ・ｱﾝﾓﾆｱ系化学品は上期の基調ﾒﾀﾉｰﾙ・ｱﾝﾓﾆｱ系化学品は上期の基調

を継続の見込み。原料高騰によるｺｽﾄｱｯを継続の見込み。原料高騰によるｺｽﾄｱｯ
ﾌﾟに対応し価格是正、採算改善を図る。ﾌﾟに対応し価格是正、採算改善を図る。

天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、原油高が継天然ｶﾞｽ・ｴﾈﾙｷﾞｰ販売は、原油高が継

続で好調の見込み。続で好調の見込み。

ﾒﾀﾉｰﾙ市況はﾒﾀﾉｰﾙ市況は1010月より再び上昇。月より再び上昇。0808年年

までの需給ﾀｲﾄ基調は変わらず。持分法までの需給ﾀｲﾄ基調は変わらず。持分法
利益は期初想定通り。利益は期初想定通り。
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（参考）メタノール価格の推移（参考）メタノール価格の推移
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メタノール国際市況　メタノール国際市況　((US$/MT)US$/MT)

05/905/9

国際価格の高騰を受け、中国国内の生産が増加。これに伴い国際価格の高騰を受け、中国国内の生産が増加。これに伴い66月ごろより市況が軟化。月ごろより市況が軟化。

市況の軟化の影響で、中国国内生産は再び減少。市況の軟化の影響で、中国国内生産は再び減少。

欧米の天然ｶﾞｽ価格の高騰に伴い、採算の悪いプラントが前倒しで停止・減産。欧米の天然ｶﾞｽ価格の高騰に伴い、採算の悪いプラントが前倒しで停止・減産。

新設プラント稼動に遅れ、他社プラントの装置トラブルも。新設プラント稼動に遅れ、他社プラントの装置トラブルも。

一方、需要はアジアを中心に好調。一方、需要はアジアを中心に好調。

市況は下げ止まり、反転基調。市況は下げ止まり、反転基調。
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天天 然然 ガガ スス 系系 化化 学学 品品 トピックストピックス

南京にメタノール誘導体製造拠点の建設。南京にメタノール誘導体製造拠点の建設。

製造拠点：南京化学工業園区内製造拠点：南京化学工業園区内

予定予定：第予定：第11期（期（20072007年末～）年末～） メチルアミン、メチルアミン、DMFDMF、、DMACDMAC

第第22期期 TMPTMP

メタノール誘導体事業のメタノール誘導体事業の

中国展開中国展開

三菱化学㈱と合弁会社を発足。三菱化学㈱と合弁会社を発足。（（20052005年年1111月営業開始）月営業開始）

原料調達から製品販売まで、一貫体制を確立。原料調達から製品販売まで、一貫体制を確立。

新社社名：ポリオールアジア社名：ポリオールアジア ㈱㈱

出資比率：出資比率：MGC 66%MGC 66%、、三菱化学三菱化学 34%34%

ポリオール事業の強化ポリオール事業の強化

健康食品向けの需要が世界的に拡大。健康食品向けの需要が世界的に拡大。

製造拠点：新潟工場製造拠点：新潟工場

生産能力：生産能力：3030t/yt/y（（現在）現在） ⇒⇒ 7070t/yt/y（（20062006年～）年～）

* * 市場動向を見ながら、次期増強も検討。市場動向を見ながら、次期増強も検討。

コエンザイムＱコエンザイムＱ1010のの

増産増産

サウジアラビア（第サウジアラビア（第55期）：着工、期）：着工、20082008年年11月完工予定月完工予定

ベネズエラ（第ベネズエラ（第22期）：ベーシックエンジニアリング開始期）：ベーシックエンジニアリング開始

ブルネイ（新規）：年内にブルネイ（新規）：年内にJ/VJ/Vの設立を目指すの設立を目指す

重慶（新規）：詳細重慶（新規）：詳細FSFS継続中継続中

メタノール事業の強化メタノール事業の強化
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芳芳 香香 族族 化化 学学 品品 実績と予想実績と予想

ａ－ｂａ－ｂ計ｂ計ｂ下期下期上期上期計ａ計ａ下期下期上期上期

3131

540540

0404年度年度 実績実績

3838

573573

2626

614614

0505年度年度 実績・予想実績・予想

1919

653653

△△ 232369694545営業利益営業利益

1541541,1131,1131,2671,267売上高売上高

増減増減 【【億円】億円】

上期実績上期実績

特殊芳香族化学品は全般に、原料高の影特殊芳香族化学品は全般に、原料高の影
響で採算悪化。響で採算悪化。

MXDA/ MXMXDA/ MXﾅｲﾛﾝは堅調。ﾅｲﾛﾝは堅調。

MGCMGCｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾎﾟﾘﾏｰは商業生産開始。ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾎﾟﾘﾏｰは商業生産開始。

ｲｿﾌﾀﾙ酸は需要堅調。ｲｿﾌﾀﾙ酸は需要堅調。

汎用化学品は原料高の影響で増収。ﾊﾟﾗｷｼ汎用化学品は原料高の影響で増収。ﾊﾟﾗｷｼ
ﾚﾝﾚﾝ/ / 高純度ﾃﾚﾌﾀﾙ酸は採算悪化。高純度ﾃﾚﾌﾀﾙ酸は採算悪化。

通期予想通期予想

特殊芳香族化学品は、特殊芳香族化学品は、MXDA/ MXMXDA/ MXﾅｲﾛﾝのﾅｲﾛﾝの
基調は変わらず、欧米で拡販に注力。基調は変わらず、欧米で拡販に注力。

汎用化学品は原料高継続で、ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ汎用化学品は原料高継続で、ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ/ / 
高純度ﾃﾚﾌﾀﾙ酸高純度ﾃﾚﾌﾀﾙ酸 とも採算悪化の見通し。無とも採算悪化の見通し。無
水ﾌﾀﾙ酸は水ﾌﾀﾙ酸は1010月より減産。月より減産。
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（参考）（参考） PX, PTA, Bz PX, PTA, Bz 価格価格

期初予想期初予想実績実績期初予想期初予想予想予想

8282

6868

101101

9393

6969

101101

上期上期

8282

6868

101101

7878

8686

117117

下期下期

20052005年度年度

101101

5959

8989

上期上期

実績実績

9696

6767

102102

下期下期

実績実績

20042004年度年度

原料キシレン公示価格原料キシレン公示価格 （円（円//ｋｇ）ｋｇ）

パラキシレンパラキシレン ACP ACP （（円円//ｋｇ）ｋｇ）

ベンゼンベンゼン CFRCFR台湾（円台湾（円//ｋｇ）ｋｇ）

参考価格参考価格

原油高騰を反映し、原料キシレン価格の上昇が続く。原料キシレン原油高騰を反映し、原料キシレン価格の上昇が続く。原料キシレン--パラキシレンパラキシレン
スプレッドはさらに縮小の見込み。スプレッドはさらに縮小の見込み。

ベンゼン価格は、上期は期初想定より高値で推移も、下期は期初想定を下回るベンゼン価格は、上期は期初想定より高値で推移も、下期は期初想定を下回る
見込み。見込み。
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芳芳 香香 族族 化化 学学 品品 トピックストピックス

パラキシレン事業で新日本石油パラキシレン事業で新日本石油 ㈱㈱ と提携。収益変動リスクと提携。収益変動リスク

が大きいが大きい パラキシレン事業はパラキシレン事業は 水島アロマ水島アロマ ㈱自消向けを除き㈱自消向けを除き

縮小。当社独自のメタキシレン事業に特化。縮小。当社独自のメタキシレン事業に特化。

【水島パラキシレン【水島パラキシレン ㈱】㈱】

出資比率：新日本石油㈱出資比率：新日本石油㈱ 51%/ 51%/ MGC 49% MGC 49% （（ 20062006年年 44月月 ））

一方、メタキシレンは生産を拡大。一方、メタキシレンは生産を拡大。MXDAMXDAは水島工場に生産は水島工場に生産
設備を新設、生産能力の増強と２拠点生産による安定供給設備を新設、生産能力の増強と２拠点生産による安定供給
体制の確立を目指す。体制の確立を目指す。

キシレン事業の再キシレン事業の再
編編
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キシレン事業キシレン事業 新スキーム新スキーム

水島水島

パラキシレンパラキシレン

原料原料
キシレンキシレン

原料原料
キシレンキシレン

MXMX、、OXOX

のの

分離分離

PXPX

ＭＧＣＭＧＣ

新日本石油新日本石油

・・ＰＸの分離ＰＸの分離

・・ 異異 性性 化化

新日本石油新日本石油

ＭＧＣＭＧＣ

MXMX

OXOX

ＭＧＣＭＧＣ

* * 原料ｷｼﾚﾝ原料ｷｼﾚﾝ はは PXPX（（ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ）、ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ）、MXMX（（ﾒﾀｷｼﾚﾝ）、ﾒﾀｷｼﾚﾝ）、OXOX（（ｵﾙｿｷｼﾚﾝ）、他ｵﾙｿｷｼﾚﾝ）、他 の混合物の混合物

計 20万t/y

35万t/y
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機機 能能 化化 学学 品品 実績と予想実績と予想

ａ－ｂａ－ｂ計ｂ計ｂ下期下期上期上期計ａ計ａ下期下期上期上期

3636

520520

0404年度年度 実績実績

5858

561561

5353

597597

0505年度年度 実績・予想実績・予想

7373

641641

33339494127127営業利益営業利益

1571571,0811,0811,2381,238売上高売上高

増減増減 【【億円】億円】

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽは、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽは、PCPCがｱｼﾞｱを中がｱｼﾞｱを中
心に需要旺盛で数量増。需給ﾀｲﾄを背景に心に需要旺盛で数量増。需給ﾀｲﾄを背景に
販売価格上昇。ﾌｨﾙﾑは販売価格上昇。ﾌｨﾙﾑはFPDFPD向けが好調で、向けが好調で、
数量増。一方、数量増。一方、POMPOMは中国を中心にﾕｰｻﾞｰは中国を中心にﾕｰｻﾞｰ
の在庫調整を受け、数量減。の在庫調整を受け、数量減。

電子工業用薬品は、液晶・半導体向け薬液電子工業用薬品は、液晶・半導体向け薬液
が需要の回復と新規ﾗｲﾝへの採用で、国内が需要の回復と新規ﾗｲﾝへの採用で、国内
外とも好調。外とも好調。

工業用無機薬品は、過酸化水素が紙ﾊﾟ・工業用無機薬品は、過酸化水素が紙ﾊﾟ・
工業薬品用途とも数量増も、原料高が収益工業薬品用途とも数量増も、原料高が収益
圧迫。圧迫。

電子工業用薬品は、販売数量増加を見電子工業用薬品は、販売数量増加を見
込む。込む。

工業用無機薬品は、工業用無機薬品は、原料高騰によるｺｽ原料高騰によるｺｽ
ﾄｱｯﾌﾟに対応し価格是正、採算改善を図ﾄｱｯﾌﾟに対応し価格是正、採算改善を図
る。る。

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽは、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽは、PCPCのの需給ﾀｲﾄ需給ﾀｲﾄ
基調は変わらず。期初想定を上回る見込基調は変わらず。期初想定を上回る見込
み。み。POMPOMは調整終了で数量回復の見込は調整終了で数量回復の見込
み。み。

* * PCPC：：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ、ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ、POMPOM：：ﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙﾎﾟﾘｱｾﾀｰﾙ

上期実績上期実績 通期予想通期予想
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機機 能能 化化 学学 品品 トピックストピックス

公正取引委員会の了承を前提に、新酸素化学公正取引委員会の了承を前提に、新酸素化学 ㈱㈱ のの

発行済株式５０発行済株式５０%%を、大日本インキ化学工業を、大日本インキ化学工業 ㈱㈱ より取得より取得
することで合意。することで合意。

過酸化水素事業の過酸化水素事業の

強化強化

デボトルネッキングによる生産能力の増強を検討。デボトルネッキングによる生産能力の増強を検討。

【増強を検討している製造拠点】【増強を検討している製造拠点】

ポリカーボネートポリカーボネート：：鹿島工場、鹿島工場、 Thai Polycarbonate CompanyThai Polycarbonate Company

ーポリアセタール：ポリアセタール：Thai Polyacetal CompanyThai Polyacetal Company

ポリカーボネートポリカーボネート

ポリアセタールポリアセタール

生産能力の増強生産能力の増強

大阪工場大阪工場（シート製造拠点（シート製造拠点）と）と 富士化成富士化成 ㈱㈱ （フィルム（フィルム

製造拠点）製造拠点）を統合、を統合、ＭＧＣフィルシートＭＧＣフィルシート ㈱㈱ を設立。を設立。

両社の開発力・技術力を融合させ、市場ニーズに対応。両社の開発力・技術力を融合させ、市場ニーズに対応。

【【MGCMGCフィルシートフィルシート 売上高】売上高】

20042004年度：年度： 120120億円億円 （大阪工場・富士化成（大阪工場・富士化成 合算）合算）

20082008年度：年度： 200200億円億円 を目標を目標

ポリカーボネートポリカーボネート

シート・フィルムシート・フィルム

事業の統合事業の統合
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特特 殊殊 機機 能能 材材 実績と予想実績と予想

ａ－ｂａ－ｂ計ｂ計ｂ下期下期上期上期計ａ計ａ下期下期上期上期

4646

305305

0404年度年度 実績実績

2828

274274

4949

308308

0505年度年度 実績・予想実績・予想

4646

340340

212174749595営業利益営業利益

7070579579649649売上高売上高

増減増減
【【億円】億円】

上期実績上期実績 通期予想通期予想

ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料では、ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料では、BTBT系が半導体系が半導体
市況の回復と、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器の高機能化に伴市況の回復と、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器の高機能化に伴
う数量増で、前年同期並みの数量を確保。う数量増で、前年同期並みの数量を確保。
一方、ｴﾎﾟｷｼ系は汎用品を縮小、高機能品一方、ｴﾎﾟｷｼ系は汎用品を縮小、高機能品
の立ち上がりが遅れて数量減。ＬＥｼｰﾄは堅の立ち上がりが遅れて数量減。ＬＥｼｰﾄは堅
調。調。

脱酸素剤は、食品向け輸出が競争激化で数脱酸素剤は、食品向け輸出が競争激化で数
量減も、国内および他用途向けが好調で前量減も、国内および他用途向けが好調で前
期並み。期並み。

ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料は上期の基調を継続。ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板用材料は上期の基調を継続。
44thth QQは季節要因で調整局面に入るも、前は季節要因で調整局面に入るも、前
期のような大幅な落ち込みは無い見込み。期のような大幅な落ち込みは無い見込み。

脱酸素剤は上期の基調が継続。価格競争脱酸素剤は上期の基調が継続。価格競争
の激しい汎用品の採算改善に注力。の激しい汎用品の採算改善に注力。
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（参考）売上高・販売数量の推移（参考）売上高・販売数量の推移

BTBT系材料販売数量系材料販売数量**の推移の推移電子材料売上高の推移電子材料売上高の推移

0

50

100

150

'00.上 '01.上 '02 .上 '03 .上 '04.上 '05 .上

実績･想定 予想

0

50

100

'00.上 '01.上 '02.上 '03.上 '04.上 '05.上

実績･想定 予想

（（’’0000年上期の売上高を年上期の売上高を100100とした指数）とした指数） （（’’0000年上期の販売面積を年上期の販売面積を100100とした指数）とした指数）

*面積換算
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連結連結 20052005年度通期業績予想年度通期業績予想

【【億円】億円】

7474293293367367税引前利益税引前利益

1010118118128128持分法利益持分法利益

1616309309325325営業利益営業利益

3643643,8863,8864,2504,250売上高売上高

4242233233275275当期純利益当期純利益

3838377377415415経常利益経常利益

増減増減
0404年度年度

通期実績通期実績

0505年度年度

通期予想通期予想
下期も上期と同じ基調で推移下期も上期と同じ基調で推移
の見込み。の見込み。

原燃料価格の更なる高騰・原燃料価格の更なる高騰・
高止まりの影響が懸念される。高止まりの影響が懸念される。

当期の主な特別損失は探鉱当期の主な特別損失は探鉱
費償却費償却 1515億円、資産処分損億円、資産処分損
ほかほか 3535億。億。

配当金は中間・期末とも配当金は中間・期末とも4.04.0円。円。
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次期中期経営計画次期中期経営計画

構造改革・構造改革・
体質改善路線体質改善路線 からから

２００６年４月～２００６年４月～

更なる成長に向け更なる成長に向け
次のステージへ次のステージへ
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営
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協協 創創 ２００５２００５
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次期中計のポイント次期中計のポイント

Ⅰ．グローバルな競争への対応Ⅰ．グローバルな競争への対応

～アジアにおけるプレゼンスの強化～アジアにおけるプレゼンスの強化
コア事業の海外展開：コア事業の海外展開：

メタノール（サウジアラビア、ベネズエラ、ブルネイ、重慶）メタノール（サウジアラビア、ベネズエラ、ブルネイ、重慶）

メタノール誘導品（南京）、ポリカーボネート・過酸化水素（中国）等メタノール誘導品（南京）、ポリカーボネート・過酸化水素（中国）等

Ⅱ．競争優位事業への経営資源の集中投入Ⅱ．競争優位事業への経営資源の集中投入
MGCMGCの競争優位事業：の競争優位事業：

コエンザイムコエンザイムQQ1010、、MXMXナイロンなど特殊芳香族化学品、ナイロンなど特殊芳香族化学品、

ポリカーボネートシート・フィルム、電子工業向け薬品ポリカーボネートシート・フィルム、電子工業向け薬品ELMELMクリーン、クリーン、

BTBT系プリント配線板用材料等系プリント配線板用材料等

Ⅲ．新規事業の育成Ⅲ．新規事業の育成
引続き、次期コア事業の育成に取り組む。引続き、次期コア事業の育成に取り組む。
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お問い合わせ先お問い合わせ先

三菱ガス化学株式会社

広報ＩＲ部（佐藤、輿石）

ＴＥＬ　０３－３２８３－５０４１

ＦＡＸ　０３－３２８７－０８３３

http://www.mgc.co.jp/
E-mail: infoir@mgc.co.jp

＜見通しに関する注意事項＞＜見通しに関する注意事項＞

　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数　当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、将来の計画数
値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。



（参考資料）  2005年度 中間決算説明会資料（1/4） 2005年11月16日
三菱ガス化学株式会社

１．連結 ２００５年度上期末 貸借対照表（対 前年度末実績） （単位：億円）

2005年度 2004年度

上期末 期末

現金及び預金 216 246 △ 30 △12.3%

受取手形・売掛金 1,191 1,122 69 6.2% ◇ 増加理由：売上高の増加など

有価証券 51 50 0 0.9%

棚卸資産 565 512 54 10.5% ◇ 増加理由：MGC 31億円、連結子会社 23億円

その他流動資産 168 154 14 9.1%

＜流動資産 計＞ 2,190 2,084 107 5.1%

有形固定資産 1,516 1,537 △ 22 △1.4% ◇ 減少理由：設備投資費（71億円）＜減価償却費（90億円）

無形固定資産 34 37 △ 3 △7.1%

投資等 1,445 1,288 157 12.2% ◇ 増加理由：有価証券の時価評価益増、持分法会社の持分剰余金増。

＜固定資産 計＞ 2,995 2,862 133 4.7%

資産合計 5,185 4,946 239 4.8%

支払手形・買掛金 776 758 18 2.4%

有利子負債 1,665 1,671 △ 6 △0.3%

その他負債 441 412 28 6.9% ◇ 増加理由：繰延税金負債の増加（36億円）

＜負債 計＞ 2,881 2,841 41 1.4%

＜少数株主持分＞ 74 72 2 2.2%

資本金･資本剰余金 775 775 0 0.0%

利益剰余金 1,381 1,249 132 10.6% ◇ 中間純利益 148億円

土地再評価差額金 2 2 0 0

その他有価証券評価差額金 161 118 44 37.2%

為替換算調整勘定 △ 51 △ 72 21 △29.4%

自己株式 △ 39 △ 39 △ 0 1.0%

＜資本の部＞ 2,230 2,033 197 9.7% ◇ 株主資本比率 当上期末 43.0％ （1.9 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）

負債及び資本合計 5,185 4,946 239 4.8%

増減 増減率 メ  モ



（参考資料）  2005年度 中間決算説明会資料（2/4） 2005年11月16日
三菱ガス化学株式会社

２．連結キャッシュフロー

現金・現金同等物 期首残高 △ 17    
◇ 税前利益 204億円、持分法利益 △64億円、減価償却費 90億円

    運転資金 △133億円、法人税等支払 △38億円

◇ 設備資金 △69億円

◇ 借入金･社債増減 △10億円、配当金支払 △18億円。

為替換算差異 他 1    

現金・現金同等物 純増減額 20    

連結追加･除外による増減 -

現金・現金同等物 期末残高 2    

増減 メ  モ （２００５年度上期の主な内訳）

- -

△ 9    

287    304    

257    255    

5    5    

△ 30    △ 50    

財務活動によるＣＦ △ 31    △ 83    52    

投資活動によるＣＦ △ 59    △ 35    △ 25    

営業活動によるＣＦ 55    63    

2005年度 2004年度

上期末 上期末



（参考資料）  2005年度 中間決算説明会資料（3/4） 2005年11月16日
三菱ガス化学株式会社

３．各種指標推移（連結） （単位：億円）

03年度 04年度 05年度 増減 増減率 03年度 04年度 05年度 増減

実績 実績 実績･予想 03→04 04→05 03→04 04→05 実績 実績 予想 03→04 04→05

設備投資額 125 186 240 61 54 48.8% 29.0% 一株当り

（うち上期） 75 72 71 △ 3 △ 1 △4.0% △1.4% 当期利益

減価償却費 195 194 190 △ 1 △ 4 △0.5% △2.1% ＲＯＡ

（うち上期） 98 96 90 △ 2 △ 6 △2.0% △5.8% (総資産経常利益率）

研究開発費 105 107 110 2 3 1.9% 2.8% ＲＯＥ

（うち上期） 55 55 53 0 △ 2 0.0% △3.6% (株主資本経常利益率)

人員 配当額 4.0円 6.0円 8.0円 2.0円 2.0円

（年度末時点） 4,537人 4,426人 4,439人 △111人 +13人 △2.4% 0.3% （うち上期） (0.0円) (2.5円) (4.0円) (2.5円) (1.5円)

４．経営環境

2003年度実績 2004年度実績 2005年度実績･予想

１～６月 ７～12月 １～６月 ７～12月 １～６月 ７～12月

メタノール市況 ◇ 2005年度 1～6月実績、7～12月予想とも、5月の予想と変わらず。

（＄/ＭＴ） 250～260 230～240 220～240 240～260 270～290 240～260

2004年度実績 2005年度実績･予想

上期 下期 上期 下期 上期 下期

原料キシレン

公示価格（円/kg）

為替 118 108 110 105 109 110

（円/＄） 113 108 110

2000年度 2001年度 2002年度

上期 下期 上期 下期 上期 下期

電子材料 100 75.8 48.2 50.9 53.2 52.7 ◇ 2000年度上期を100とした場合の指数表示

売上高指数推移 2003年度 2004年度 2005年度実績･予想

上期 下期 上期 下期 上期 下期

64.3 74.4 86.5 72.8 89.3 90.4

69 86

メ  モ

45 47 59 67

△0.7pts

メ  モ

2003年度実績 メ  モ

11.0% 19.7% 19.0% 8.7pts

9.1円

4.0% 7.8% 8.1% 3.8pts 0.3pts

22.9円 50.4円 59.5円 27.5円



（参考資料）  2005年度 中間決算説明会資料（4/4） 2005年11月16日
三菱ガス化学株式会社

５．単体 ２００５年度 売上高・損益増減比較（対前年実績） （単位：億円）

2005年度 2004年度 増減

(ｳﾁ価格要因)

(ｳﾁ数量要因)

（115）

（35）

（29）

（▲16）

（43）

（15）

（42）

（31）

（1）

（4）

（-）

（1）

104 33 36  当期純利益 79 140 47

125 55 55

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

29 40 7 20 23 20

  税引前当期純利益 109 180 53

201 35 24

  特別損益 ▲ 1 ▲ 45 ▲ 21 ▲ 76 20 31

  経常利益 110 225 75

184 22 6

  営業外損益 19 35 7 17 13 18

  営業利益 90 190 68

423 6 40

その他・消去 1 1 0 0 1 0

特殊機能材 229 464 223

853 58 126

機能化学品 425 877 352 732 73 145

芳香族化学品 469 980 411

2,817 151 303

天然ガス系化学品 395 799 382 808 13 ▲ 9

  売上高 1,518 3,120 1,368

メ  モ
上期実績 通期予想 上期実績 通期実績 上期比較 通期比較
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